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ご協力ありがとうございました。

お便り＆メッセージ

　ご応募の際にご記入いただきました個人情報は、抽選・賞品（賞品引換券）の発送・アンケー
ト統計以外の目的で使用することはございません。

✂キリトリ線

出生した息子・元久の成長を願
い、大姶良に神社を建立し

た島津氏久。産湯を献上した家には
「繁昌」の名を贈りました。戦いに明
け暮れた氏久ですが、人間味ある側
面を感じさせるエピソード。大姶良
に残る貴重な歴史話です。（前田）

会心の一撃ともいえる大技を、
次 と々繰り出す子どもたち。「串

良がんばる会」の取材で訪れた、け
ん玉大会で目にした光景です。串良小
学校では、児童のコミュニケーション
力・集中力の向上にけん玉を活用して
います。面白い取り組みですね。（田嶋）

いつの間にか時は流れ、３人の
「地域おこし協力隊員」が卒

業を迎えます。本人達にしかわから
ない苦悩もたくさんあったかと思い
ますが、今まで活動を続けてこられ
たことに敬意を表します。本当にお
疲れ様でした。（上古殿）

　
「
バ
ラ
色
の
恋
人
」は
、
バ
ラ
を
イ

メ
ー
ジ
し
た「
こ
れ
ま
で
に
な
い
彩

り
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
平
成
29
年
４
月
に
商
品
化
さ

れ
た
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
で
す
。

　

紫
芋
を
ペ
ー
ス
ト
状
に
し
た
も
の

に
、
鹿
屋
の
酢
・
醤し

ょ
う
ゆ油
、
焼
酎
な
ど

を
加
え
て
仕
上
げ
た
も
の
で
、
ロ
ー

ズ
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
ほ
の
か
な
香
り
と

色
彩
で
上
品
さ
を
演
出
し
て
い
ま

す
。

　

特
徴
は
、
鮮
や
か
な
ピ
ン
ク
色
。

着
色
料
は
一
切
使
わ
ず
、
鹿
屋
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
バ
ラ「
プ
リ
ン
セ
ス
か
の

や
」
の
花
色
を
鹿
屋
産
の
紫
芋
で
表

現
し
て
い
ま
す
。

　
「
仮
小
屋
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ『
ラ
・

エ
ス
プ
リ
』」
の
代
表
・
上か

み
ほ
の
き

甫
木
孝こ
う
じ二

さ
ん
は
、「
市
や
、
か
の
や
市
商
工
会

串
良
本
所
、
串
良
商
業
高
校
の
方
々

の
意
見
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
試
行

錯
誤
の
上
、
半
年
か
け
て
完
成
さ
せ

ま
し
た
。
色
を
保
ち
つ
つ
味
を
出
す

の
は
難
し
か
っ
た
で
す
」
と
、
開
発

ま
で
の
過
程
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
「
鹿
屋
産
の
食
材
を
中
心
に
、
家

族
で
手
作
り
で
作
っ
て
い
ま
す
。
サ

ラ
ダ
は
も
ち
ろ
ん
、
肉
や
魚
介
類
に

も
合
う
の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の
皆
さ
ん

に
味
わ
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
熱
く

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

仮小屋のスペシャリテ
「ラ・エスプリ」
（串良町有里 4394-1）
℡ 0994-63-8685

ラ・エスプリの

「バラ色の恋人」

K
キ タ ダ

ITADA S
サ ル ッ ガ

ARUGGA、みどりの停
車場をはじめ、かごしま特産品
市場「かご市

いち

」（鹿児島市）な
どで販売。「ラ・エスプリ」の
他のドレッシングとセットで、
市のふるさと納税の返礼品にも
採用されている。

よ
かも ん

か　の　や　ん


